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新
規
就
農
者
や
食
農
交
流
会
に
参

加
す
る
若
手
農
家
20
人
を
中
心
に
立

ち
上
げ
た　「
恵
那N

EW
FARM

ERS

（
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
）
交
流
会

議
」
が
、
自
分
た
ち
の
こ
だ
わ
り
の

農
作
物
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
目
的
で
企
画
し
た
イ

ベ
ン
ト
「
た
べ
と
る
マ
ル
シ
ェ
」
が

市
中
央
図
書
館
で
開
催
さ
れ
、
毎
回

大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。会

場
で
は
生
産
者
が
こ
だ
わ
り
の

農
作
物
、
商
品
に
つ
い
て
、
来
場
者

と
対
話
を
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
の
で
、

地
元
の
安
心
安
全
な
食
を
知
り
、
直

接
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
べ
と
る
マ
ル
シ
ェ
は
、
農
作
物

の
品
質
向
上
と
生
産
者
の
販
売
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
恵
那

の
〝
す
ご
い
農
家
に
会
え
る
〞
そ
ん

な
マ
ル
シ
ェ
を
目
指
し
て
、
今
後
も

第
三
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
会
場
は
お
子
様
連
れ
で
も
来
場

し
や
す
い
市
中
央
図
書
館
。
生
産
者

と
つ
な
が
り
、
直
接
買
う
楽
し
さ
や

美
味
し
さ
を
感
じ
に
、
ぜ
ひ
立
ち
寄

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
た
べ
と
る
マ
ル
シ
ェ
】
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新
規
就
農
者（
堀
養
蜂
園
）　
堀
　
孝
之 

【
山
岡
】

え
え
の
お

頑
張
る
農
業
者

11
月
29
日
か
ら
30
日
に
か
け
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
視
察

研
修
で
滋
賀
県
甲
賀
市
の
農
事
組
合
法
人
「
酒
人
ふ
ぁ
〜

む
」
並
び
に
京
都
府
京
田
辺
市
農
業
委
員
会
へ
行
き
ま
し
た
。

29
日
の
農
事
組
合
法
人
「
酒
人
ふ
ぁ
〜
む
」
で
は
、
農
用

地
53
・
８
ha
を
集
落
一
農
場
方
式
と
し
て
営
農
管
理
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
地
形
は
平
地
で
あ
り
、
区
画
整
理
を
す
れ
ば
１

ha
の
区
画
が
出
来
、
集
落
は
農
家
が
55
戸
で
全
員
参
加
の
農

業
経
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
組
織
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
・
な

ご
や
か
営
農
・
す
こ
や
か
営
農
・
や
す
ら
ぎ
営
農
の
４
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
役
割
分
担

を
決
め
、
構
成
員
の
や
り
が
い
や
生
き
が
い
を
創
出
し
な
が

ら
活
発
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
土
地
は
自

作
・
営
農
組
合
・
担
い
手
の
３
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
、
効

率
の
良
い
作
業
が
出
来
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
第
二
種
兼

業
農
家
の
多
い
地
域
で
若
者
も
巻
き
込
ん
だ
経
営
が
出
来
て

お
り
、
周
辺
地
域
に
働
け

る
企
業
が
多
く
あ
り
、
兼

業
農
家
で
若
者
が
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
と
し
て
確
保
で
き

る
。
さ
ら
に
は
文
化
、
経

済
、
環
境
な
ど
も
若
者
が

引
っ
張
っ
て
い
く
宝
と
な

り
、
磨
き
が
か
か
っ
て
艶

が
出
て
き
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。
も
う
一
つ
運
営

し
て
い
る
の
は
、
大
豆
の

種
子
圃
場
と
し
て
19
　

ha
栽

培
し
、
多
く
の
収
入
が
あ

る
か
ら
経
営
が
出
来
、
分
量
配

等
が
で
き
る
状
況
で
す
。
恵
那

市
で
も
、
集
落
営
農
組
織
の
強
化
と
農
業
経
営
お
よ
び
後
継

者
対
策
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
必
要
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

30
日
の
京
田
辺
市
農
業
委
員
会
で
は
、
面
積
43
㎢
で
人
口

７
万
人
弱
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
毎
年
人
口

が
増
加
し
て
お
り
、
同
志
社
大
学
京
田
辺
市
キ
ャ
ン
パ
ス

（
学
生
数
２
万
人
）
も
あ
る
た
め
、
若
者
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

今
回
は
、
研
修
目
的
で
あ
る
遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
と
特
産
品
づ
く
り
を
研
修
。
こ
の
市

で
は
、「
と
ん
ち
レ
モ
ン
48
」
と
名
付
け
た
レ
モ
ン
な
ど
の

柑
橘
類
を
育
て
、
六
次
産
業
を
目
指
す
「
レ
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
土
地
に
は
ジ
ャ
バ
ラ
や

柚
子
よ
り
酸
味
が
強
い
柑
橘
で
加
工
品
に
向
く
と
の
こ
と
。

農
業
は
儲
か
ら
な
く
て

は
だ
め
だ
と
の
思
い
で
、

各
種
団
体
と
連
携
を
し
、

儲
か
る
農
業
と
耕
作
放

棄
地
の
解
消
に
つ
な
げ

た
い
と
レ
モ
ン
を
植
栽

し
て
い
ま
す
。

恵
那
市
で
も
耕
作
放

棄
地
の
解
消
か
ら
六
次

産
業
に
繋
が
る
よ
う
な

も
の
を
育
て
る
取
り
組

み
が
必
要
と
感
じ
ま
し

た
。

2

母
親
の
実
家
が
養
蜂
園
を
営
ん
で
お
り
、
幼
い
頃
か
ら
ミ

ツ
バ
チ
と
は
近
縁
で
、
自
然
の
多
い
岐
阜
県
恵
那
市
で
育
ち

ま
し
た
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
21
歳
の
頃
か
ら
本
格
的
に
母
の
実
家

の
養
蜂
園
に
て
養
蜂
を
学
び
、
そ
の
後
、
植
物（
蜜
源
植
物
）

を
樹
木
医
の
も
と
で
勉
強
し
、
29
歳
で
堀
養
蜂
園
を
起
業
し
、

今
に
至
り
ま
す
。

常
に
自
然
と
向
き
合
い
、
自
然
を
知
り
な
が
ら
、
ミ
ツ
バ

チ
と
共
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

は
ち
み
つ
を
通
し
て
、
繋
が
る
お
客
様
に
感
謝
を
し
て
、

満
足
し
て
頂
け
る
は
ち
み
つ
を
お
届
け
出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。

自
然
と
共
に
歩
む
養
蜂
園

恵
那
市
農
業
委
員
会
　
勝
　
滋
幸
　
農
業
委
員（
山
岡
地
区
）

農
業
委
員
会
先
進
地
視
察
研
修
会
を
終
え
て

第７号2019年１月



農地パトロールをする農業委員・農地
利用最適化推進委員

3

農
業
委
員
会
で
は
、
①
地
域
の
農
地
利
用
の
確
認
、
②
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防

止
・
解
消
、
③
違
反
転
用
発
生
防
止
・
早
期
発
見
を
目
的
に
毎
年
、
市
内
全
域
で
「
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調
査
）
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
（
農
地
法
第
30
条
）

こ
の
調
査
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
に
改
正
農
業
委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
、「
農
地
利
用
の
適

正
化
」
が
農
業
委
員
会
で
「
必
須
業
務
」
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
重
要
な
取
組
み
の
一
つ

と
な
り
ま
し
た
。

調
査
期
間
は
、
毎
年
９
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
方
法
は
、
地
元
の
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農
地
を
見
回
り
、
耕

作
の
状
況
な
ど
を
見
て
、「
遊
休
農
地
（
荒
廃
農
地
）」
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま

す
。皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

遊
休
農
地
と
は

（
１
）
１
年
以
上
に
わ
た
っ
て
耕
作
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
耕
作
が
さ
れ
な
い
と
見
込
ま
れ

る
農
地

（
２
）
周
辺
の
農
地
と
比
べ
て
著
し
く
低
利
用
と
な
っ
て
い
る
農
地

な
ぜ
調
査
が
必
要
な
の
？

農
地
の
適
正
な
管
理
を
怠
る
と
、
雑
草
の
繁
茂

に
よ
る
害
虫
等
の
温
床
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
ゴ

ミ
の
不
法
投
棄
に
よ
る
悪
臭
や
汚
水
の
発
生
源
と

な
り
、
近
隣
農
業
者
や
周
辺
住
民
に
大
き
な
迷
惑

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
除
草
、
病
害

虫
駆
除
等
、
農
地
の
適
正
な
管
理
が
必
要
と
な
り

ま
す
。 　

農
地
の
貸
付
け
や
譲
渡
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

地
元
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利
用
状
況
調
査
）で
地
域
の
実
態
を

❶20歳～60歳まで
❷年間60日以上、農業に従事（農地の保有要件はありません）
❸国民年金第１号被保険者（保険料納付免除者は除く）
▲この３つの要件を満たしている方は加入の対象となります。

保険料の額は、２万円～６万７千円の間の千円単位で、自由に決められます。
しかも、支払った保険料は全額、社会保険料控除の対象になり、所得税、住民税の節税につながります。
将来受給する年金の原資として積み立てていく積立方式（確定拠出型）の終身年金です。
認定農業者等の農業の担い手には、国庫補助制度もあります

是非、ご加入を検討してみてください。

私たち、農業者年金推進部長は、農業者年金を推進してまいす。
気軽にお声かけください♬

農業者年金!!ご存じですか？

加入要件

曽我佳奈子【武並町在住】 大島政幸【串原在住】

西尾ひろみ【岩村町在住】 梅本信枝【上矢作町在住】

農業者年金推進部長からのお知らせ

お問い合せ先
農業者年金推進部長、またはお住まいの
地域の農業委員、恵那市農業委員会まで

第７号2019年１月



【材料】　甘酒　ひたひた するめ…………10枚
　　　　塩…………140g 砂糖（ざらめ）…800g～１㎏
　　　　水…………1.5～２L

❶ ❷

農業委員会からの報告

浜松市農業委員会の皆さん

伝統の郷土料理
「するめの麹漬け」

【作り方】
❶塩、砂糖を水に混ぜ、溶けたら甘酒の中に入れて混ぜる。
❷するめを洗い良く拭いて、漬ける容器の中に立て、その中へ甘
酒を流し込む。

❸１ヶ月程漬けておく。（12月初旬に漬けてお正月にいただくこ
とが多い。夏場に漬ける場合は冷蔵庫で保存すること。）

❹クッキングシートを敷いたフライパンまたはオーブンで
焼く。（途中で水分を吸い取りながら焼く）
※残った漬け汁は鶏肉や魚などを漬け込むことができます。

❸ ❹

▶▶▶▶▶▶

▶▶▶

裾野市農業委員会の皆さん

4

地
域
に
耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
農
地
が
年
々
増

え
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
は
行
わ
れ
て
い

る
も
の
の
、
荒
廃
の
ス
ピ
ー
ド
は
進
ん
で
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

一
方
で
昨
年
六
月
よ
り
若
手
農
家
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
が
月
に
一
度
開
く
「
た
べ
と
る
マ
ル
シ
ェ
」

が
好
評
で
す
。
若
い
人
た
ち
が
農
業
を
通
じ
て
食

を
発
信
し
て
い
ま
す
。
頑
張
る
若
い
農
家
さ
ん
た

ち
を
応
援
し
た
い
で
す
ね
。 

（
Ｔ
・
Ｍ
）

◆
編
集
委
員
◆

三
浦
　
寿
子
・
梅
本
　
信
枝
・
西
尾
ひ
ろ
み

曽
我
佳
奈
子
・
佐
藤
由
里
加

編
集
後
記

「食」「農」情報ポータルサイト 恵那市の「食」と「農」に関する
情報を分かりやすく伝えるため、
分散した情報を集約したポータ
ルサイトを開設しました。

恵那で生産される農産物、農と食に関わる人たち、地元
食材をたべられるお店など、恵那の食と農をテーマに、食
べたい人、これから農業を始めたい人に役立つ情報をお届
けしています。
恵那市に届く、農業に関わるお知らせ・イベントもお伝

えしていきます。
毎日の日課として「たべとる」をのぞいてみてください。

■サイトの名前「たべとる」は、

「農産物を採って（穫って）食べる。
その恵みをいただいて栄養を摂る。」
恵那の方言で「食べとる？」と健

康を気にして人から人へ聞くような、
そんな意味も込めて名づけました。

「たべとる」

浜松市/裾野市　農業委員会、恵那市へ視察訪問
平成30年10月18日（木）浜松市農業委員会23名がまた、11月28日（水）には裾野市農業委員会20名が恵那市農業
委員会に視察研修で訪問されました。視察研修の内容は恵那市農業委員会の耕作放棄地の取組み・農地法３条の下
限面積引下げの取組み「農ある暮ら
しをしたい移住定住者支援」制度に
ついて・農業委員会だより「ええの
お」発行の取組み・食と農のポータ
ルサイト「たべとる」の取組みにつ
いて、研修を受けられた後、両市で
活発な意見交換をするなど、有意義
な時間となりました。

するめにはDHA（ドコサヘキサエン酸）と同様に、コレステロー
ルを下げるタウリンも豊富に含まれています。また、麹に漬ける
ことでさまざまな栄養成分を作り、酵母や乳酸菌に必要な栄養を
供給します。血圧を下げたり、中性脂肪の排出、疲労回復、整腸
作用や美肌などに効果があると言われています。

するめの麹漬け栄養素  ………………………………………………
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